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アッという間に歳の瀬を迎え、皆様方におかれましては慌しい日々を送っていることと思います。

今年は 12 月だというのに例年に比べ温かい冬で、もちろん雪など降るはずもなく、間違いなく

暖冬といえるでしょう。しかし、この暖かさに喜んでばかりはいられません。植物や野生動物達に

どのような影響をもたらすのか一抹の不安を抱いているのは私ばかりではないと思います。

さて、この「くまんち便り」も３ヶ月ぶりの発行となりました。つい日々の忙しさに追われ・・・というの

は言い訳に過ぎませんね。発行が遅れましたことを深くお詫びいたします。

この３ヶ月の間に、くまんちにはたくさんの新しい仲間がやって来ました。簡単に紹介しますと、

まずは猫の「タロとヒメ」推定 2 歳、雄のツインズです。野良猫出身で、近所のボス猫にいつも

いじめられてばかりいました。しかし、兄弟の結束は固くどんなときも助け合って生きていました。

ある日、ヒメがボス猫に噛まれ大怪我を負ったのを機に、くまんちへ連れてこられることに・・・。

家猫に昇格しました。二匹とも猫白血病を患っているため外出はできませんが、日中はいつも

ハーネスで玄関先につながれ、番犬ならぬ番猫をしているのでした。

次に、犬の「サトちゃん」6 歳の女の子です。事情があり、元の飼い主の方が飼う事ができなくなり

くまんちへやってくることに。しかし、このサトちゃん、くまんちへ来て数時間後に行方不明になって

しまいした。捜索し続けること５日間。ようやく河川敷を一匹で歩いているところを発見されました。

発見時、足に怪我を負っていたものの、元気な様子でした。くまんちの職員全員でホッと胸を撫で

下ろしました。

最後に、クマの「マック」君、3 歳の男の子です。桑折町よりやって来ました。飼い主の方が新しい

オリを建設するとのことで、その間数ヶ月だけ預かることに。クマさんの移動は初めてのことで

「くまんち野生動物診療所」の獣医師、典子さんをはじめ、東北サファリパークの園長さん、

獣医師さん、職員の方々、くまんちＦＣのボランティアの方々など総勢 20 名以上の方々がマック

移送の為にご協力くださいました。無事、移送することができ心より感謝いたしております。

そんな訳で、現在くまんちでは、クマ 2 頭、犬 3 匹、猫 2 匹、ウサギ 1 羽の大家族が暮らしており

ます。

今年一年、「くまんち」ではたくさんのボランティアの方々と共に植林活動、電気柵設置、苗木の

育成、野菜作り、動物達のお世話など様々な活動を行なって参りました。無事に怪我なく

今年一年を締めくくることができましたことを心より感謝いたしております。

来年もまた様々な活動を通しながら自然保護活動の普及に努めて参りたいと思います。

【9 月 10 月 11 月の活動】

9 月 1 日 電柵下準備（8 名） 11 月 3 日 自然観察会参加（3 名）



2 日 県庁訪問・保健所訪問(3 名) ～蓋沼森林公園～

～野生動物診療所開設に向けて～ 7 日 ライオンズクラブ講話

4 日 電柵設置・白井農園（7 名） 8 日 博士山ブナ林を守る会の植樹祭に参加

9 日 野生動物放獣地視察 （7 名）

20 日 くまんちＦＣ・クマ舎の清掃 9 日 会津若松市黒森にて植樹

21 日～22 日 秋田県訪問 （8 名）

～マタギの方を訪問～ 16 日 風力発電問題についての話し合い

28 日 クマ餌の仕分け（5 名） （3 名）

10 月 5 日 ドングリ拾い（4 名） 18 日 ツキノワグマ・マック君の移送

6 日 ドングリ拾い（3 名） 22 日 くまんちＦＣ

7 日 芋掘り・人参間引き（6 名） 24 日 山視察

10 日 電柵取りはずし（5 名） 28 日 東北自然保護のつどいに参加（3 名）

11 日 ドングリ拾い（2 名）

12 日 クマ舎プール清掃

13 日 ドングリ拾い（7 名）

18 日 くまんちＦＣ（7 名）

19 日 山視察

22 日 柿もぎ（5 名）

23 日～25 日 干し柿作り（クマ餌）

31 日 クマのマックの家（桑折町）を訪問

～お知らせ～

11 月より「くまんち野生動物診療所」を開設いたしました。主に傷ついた野生動物の治療を

行ないます。傷ついた野生動物を見かけたら、是非ご連絡下さい。診療所への持ち込み、

またはご連絡をいただければご相談の上私達が現場まで参ります。

詳しくは生物多様性調査研究所「くまんち」web をご覧下さい

http://www10.ocn.ne.jp/~koguma/index.html


